
■ 桜川市を日本ジオパークに！

■ 教育長に梅井隆男氏 任命／敬老商品券の贈呈対象年齢・

　 金額が変更になりました／ごみの排出量＆減量化のお願い

■「桜川市の子ども・子育て支援新制度に係る基準案」への

　 ご意見を募集します／県広域銘柄産地指定 桜川市のコギク

■ 第9回桜川市小学校陸上記録会

■ 歴史資料館だよりNo.55

■「企業立地フェア2014」で桜川企業立地宣言／

　 震災復興支援映画「天心」上映会
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平
成
24
年
８
月
に
筑
波
山
周
辺

の
桜
川
市
、
つ
く
ば
市
、
笠
間
市
、

石
岡
市
、
か
す
み
が
う
ら
市
、
土

浦
市
の
６
市
と
筑
波
大
学
、
産
業

技
術
総
合
研
究
所
、
筑
波
山
神
社

で
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
を
設
立
し
、
平
成
26
年
８

月
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目

指
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会
、
パ

ネ
ル
展
示
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
な
ど
の

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ

る
と
、
正
式
に
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」

を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
、
地
名
度

が
上
が
り
、
地
域
振
興
や
教
育
振

興
へ
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
内
に
は
大
地
の
恵
み
か
ら
生

ま
れ
た
様
々
な
地
質
資
源
や
歴
史

的
遺
産
が
数
多
く
存
在
し
、
人
々

の
暮
ら
し
と
と
も
に
息
づ
い
て
い

ま
す
。
地
場
産
業
で
も
あ
る
み
か

げ
石
、
伝
統
工
芸
品
の
真ま

壁か
べ

石い
し

燈と
う

籠ろ
う

、
真
壁
の
町
並
み
、
高た

か

峯み
ね

の
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
資
源
も
地
域
お

こ
し
の
活
性
剤
と
し
て
十
分
に
活

用
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

見
ど
こ
ろ
の
事
を
ジ
オ
サ
イ
ト
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　
７
月
18
日
（
金
）・
19
日
（
土
）

に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
の
現

地
審
査
が
入
り
ま
す
。
筑
波
山
地

域
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
で
は

認
定
を
得
る
た
め
、
今
後
も
ね
ば

り
強
い
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

　
市
民
の
皆
様
の
熱
い
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
ジ
オ
パ
ー
ク
を

さ
ら
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
て
い

く
予
定
で
す
。各
事
業
の
詳
細
は
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
ジ
オ
サ
イ
ト
パ
ネ
ル
展
示
　

・
ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会

・�

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
広
報
宣
伝
活
動

・
小
中
学
校
で
の
出
前
授
業

・�

ジ
オ
サ
イ
ト
を
巡
る
ジ
オ
ツ

ア
ー
コ
ー
ス
の
設
置
お
よ
び
整

備
・�

ジ
オ
パ
ー
ク
の
案
内
人
「
ジ
オ

ガ
イ
ド
」
の
養
成

桜川市を日本ジオパークに！

　桜川市は、筑波山周辺の市などとともに、日本ジオパーク認定を目指しています。

　ジオパークとは大地の公園のことです。地域にある貴重な地層・岩石・地形・地

質や美しい自然環境、人々の暮らしや文化、歴史遺産などを有機的に結び付け、地

域振興や教育振興へと繋げることを目指します。

■問合先／商工観光課（☎ 0296-55-1159 直通、☎ 58-5111・75-3111 代表）

内　　　　　容

筑波山地域ジオパーク推進協議会設立総会 

筑波山地域ジオパーク推進協議会臨時総会

日本ジオパーク委員会へ認定申請書提出

日本ジオパーク委員会公開プレゼンテーション

日本ジオパーク委員会総会

日本ジオパーク委員会現地審査　

新規認定地域決定の発表

日

H24.8.23

H25.7.25

H26.3.31

　　4.30

　　5.29 ～ 30 

　　7.18 ～ 19

　　8.28

桜
川
市

ジ
オ
サ
イ
ト 

２１７点の応募の中から、このロゴマークが最優秀賞に選ばれました。

デザイン上部の筑波山のシルエットは、満面の笑みで「筑波山地域」の自然・

歴史・文化風土を学び楽しむ人々の喜びを表現しています。下部のハートは

「霞ヶ浦」を表現し、地域への愛情と情熱を表現しています。

筑波山地域ジオパークの
ロゴマークが決定しました。

筑波山地域
ジオパーク推進協議会

桜川市、つくば市、笠間市、石岡市、
かすみがうら市、土浦市の６市と筑波大学、
産業技術総合研究所、筑波山神社で構成

桜
川
市
（
だ
い
だ
ら
坊
の
背
負

い
石
）

つ
く
ば
市（
奇
岩
、弁
慶
七
戻
り
）

土
浦
市
（
上
高
津
貝
塚
）

笠
間
市
（
石
切
山
脈
）

石
岡
市
（
球
状
花か

崗こ
う

岩が
ん

）

か
す
み
が
う
ら
市
（
歩
崎
観
音

周
辺
の
地
層
）

笠間市

石岡市

桜川市

つくば市 土浦市 かすみがうら市かすみがうら市

霞ヶ浦

筑波山

３
月
６
日
、
真
壁
伝
承
館
で
産
業
技

術
総
合
研
究
所
の
渡わ

た
な
べ辺

真ま

ひ

と人
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
『
ジ
オ
パ
ー
ク
講
演

会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

真壁のひなまつり 真壁の町並み 高峯のヤマザクラ 雨引山楽法寺 真壁石燈籠 みかげ石の採掘場

★
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

★
こ
れ
ま
で
の
経
過
と

　
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

★�

桜
川
市
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト

　（
見
ど
こ
ろ
）

★
こ
れ
か
ら
の

　
　
ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
事
業
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行　政

情　報
市 の 動 き

　
平
成
26
年
６
月
10
日
に
開
催
さ

れ
た
教
育
委
員
会
臨
時
会
で
、
梅

井
隆
男
氏
が
桜
川
市
教
育
委
員
会

教
育
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

■
主
な
経
歴

　
明
野
町
立
鳥
羽
小
学
校
長
、
茨

城
県
県
西
教
育
事
務
所
長
、
桜
川

市
立
真
壁
小
学
校
長

過
去
２
年
間
の
ご
み
の
排
出
量

　
不
燃
ご
み
は
、
皆
さ
ん
の
取
組

み
に
よ
り
削
減
で
き
ま
し
た
が
、

可
燃
ご
み
の
増
加
と
資
源
ご
み
の

減
少
は
、
減
量
化
の
取
組
み
の
成

果
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
市
で
は
資
源
循
環
型
社
会
の
構

築
に
向
け
、
限
り
あ
る
資
源
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
、
分
別
収
集

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
資
源
ご
み

を
増
や
し
、
処
分
す
る
ご
み
を
減

ら
す
こ
と
に
よ
り
、
処
分
費
用
も

縮
減
で
き
、
行
政
区
に
還
元
す
る

報
奨
金
に
も
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

手
軽
に
で
き
る
ご
み
の
減
量
化
！

・�

生
ご
み
は
水
分
を
切
っ
て
か
ら

出
し
ま
し
ょ
う
。

・�
木
く
ず
や
草
類
は
、
よ
く
乾
燥

さ
せ
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

・�

空
瓶
や
空
缶
（
つ
ぶ
し
て
か
ら
）

は
、
資
源
ご
み
と
し
て
出
し
ま

し
ょ
う
。

ス
プ
レ
ー
缶
の
出
し
方

　
ガ
ス
抜
き
を
し
て
い
な
い
ス
プ

レ
ー
缶
（
殺
虫
剤
、
化
粧
品
、
塗

料
、
卓
上
コ
ン
ロ
用
の
ガ
ス
ボ
ン

ベ
な
ど
）が
混
入
さ
れ
て
い
る
と
、

ご
み
収
集
車
の
火
災
事
故
が
発
生

し
ま
す
。
必
ず
ガ
ス
抜
き
を
行
っ

て
か
ら
『
桜
川
市
指
定
も
え
な
い

ご
み
専
用
袋
』
に
入
れ
て
ご
み
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
な

ど
も
完
全
に
ガ
ス
が
な
い
状
態
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
可
燃
ご
み
は
、『
桜
川
市
指
定

も
え
る
ご
み
専
用
袋
』
に
入
れ
て

ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■

問

合

先

／

環

境

対

策

課

（

☎

58-

５

１

１

１
・

75-

３
１
１
１
代
表
）

梅井 隆男 氏
（大泉地区）

教
育
長
に

梅う
め

井い

　
隆た

か

男お 

氏 

任
命

ご
み
の
排
出
量
＆
減
量
化
の
お
願
い

差分

496

−47

−19

25
年度

9,561

537

867

24
年度

9,065

584

886

可燃
ごみ

不燃
ごみ

資源
ごみ

6 月 1 日に椎尾団地内で、ガス抜
きしていないスプレー缶が混入さ
れていたため、ごみ収集車の火災
事故が発生しました。

敬
老
商
品
券
の
贈
呈
対
象
年
齢
・

金
額
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

　
高
齢
者
の
長
寿
を
祝
う
敬
老
事

業
と
し
て
、
平
成
25
年
度
ま
で
は

75
歳
以
上
の
方
全
員
に
敬
老
商
品

券
を
贈
呈
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
本
市
も
高
齢
化
が
進

み
、
今
後
は
団
塊
の
世
代
等
が
贈

呈
対
象
者
と
な
り
、
ま
す
ま
す
高

齢
者
の
人
口
が
増
加
す
る
こ
と
か

ら
、贈
呈
基
準
の
見
直
し
を
行
い
、

平
成
26
年
度
か
ら
対
象
者
の
年
齢

お
よ
び
敬
老
商
品
券
の
金
額
を
表

の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
。

■
贈
呈
予
定
日
／
９
月
初
旬

■
贈
呈
方
法
／
各
地
区
の
区
長
か贈呈金額

（円）

3,000

5,000

5,000

30,000

30,000

贈呈対象者

出生日

昭和 12年 4月 1日～
昭和 13年 3月 31 日

昭和 9年 4月 1日～
昭和 10年 3月 31 日

大正 15年 4月 1日～
昭和 2年 3月 31 日

大正 3年 4月 1日～
大正 4年 3月 31 日

男性及び女性の
最高齢者

年齢

77 歳（喜寿）

80歳（傘寿）

88歳（米寿）

100 歳（百寿）

最高齢男女

敬老商品券の対象者と金額

ら
贈
呈
し
ま
す
。
な
お
、
１
０
０

歳
、
最
高
齢
男
女
に
は
、
市
長
ま

た
は
副
市
長
が
訪
問
し
、
賞
状
と

と
も
に
直
接
贈
呈
す
る
予
定
で

す
。

■
敬
老
商
品
券
／
有
効
期
限
は
12

月
31
日
（
水
）
ま
で
で
す
。
市
内

の
お
店
な
ど
で
ご
利
用
で
き
ま

す
。（
詳
細
は
、
贈
呈
時
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。）

■
問
合
先
／
介
護
長
寿
課
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
５
８
直

通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

（単位 トン）
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■
意
見
募
集
期
間
／
７
月
２
日

（
水
）
～
31
日
（
木
）
必
着

■
公
表
資
料

・�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
関
す
る
基
準
の
概
要

・�

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
案

・�

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
案

・�

保
育
の
必
要
性
の
認
定
に
関
す

る
基
準
案

・�

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

案
・
な
る
ほ
ど
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

■
公
表
場
所
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
、
児
童
福
祉
課
（
岩
瀬
庁

舎
）
お
よ
び
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

■
意
見
等
を
提
出
で
き
る
方
／
市

内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
。

市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有
す

る
方
な
ど

■
提
出
方
法
／
ハ
ガ
キ
、
封
書
な

ど
に
「
桜
川
市
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
に
係
る
基
準
案
に

対
す
る
意
見
」
と
書
き
、
住
所
、

氏
名
ま
た
は
名
称
、
連
絡
先
を
明

記
し
、
送
付
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
口
頭
、
電
話
で
の
ご
意

見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

・�

郵

送

先

／

〒

３

０

９-

１
２
９
２�

桜
川
市
岩
瀬
64-

２�

桜
川
市
児
童
福
祉
課

・�

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
２
９
６-

75-

４
６
９
０

・��

持
参
先
／
児
童
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

・��

電
子
メ
ー
ル
／�

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
内
専
用
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
」

か
ら
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
児
童
福
祉
課�

子
ど

も
未
来
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
２
９
６

-

75-

３
１
５
６
直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

小こ

松ま
つ

崎ざ
き

弘ひ
ろ

光み
つ

さ
ん
の
コ
ギ
ク

県
花
き
立
毛
品
評
会
（
キ
ク

の
部
）
で
金
賞
受
賞

　
平
沢
地
区
で
農
業
を
営
む
小
松

崎
弘
光
さ
ん
の
コ
ギ
ク
ほ
場
が
、

平
成
25
年
度
茨
城
県
花
き
立
毛
品

評
会
（
キ
ク
の
部
）
で
、
見
事
金

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
花
き
部
会
に
所

属
す
る
小
松
崎
さ
ん
は
、
女
性
作

業
員
の
皆
さ
ん
が
興
味
の
あ
る
花

を
栽
培
し
よ
う
と
考
え
、
コ
ギ
ク

づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。
40
㌃
の

ほ
場
で
、
５
名
の
作
業
員
で
栽
培

し
、
コ
ギ
ク
づ
く
り
２
年
目
で
今

回
の
受
賞

と
な
り
ま

し
た
。

　
受
賞
に
つ
い
て
小
松
崎
さ
ん

は
、「
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
や
筑
西
地

域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
指

導
、
部
会
の
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
、
基
本
に
忠
実
に
栽

培
管
理
し
ま
し
た
。
過
去
に
経
験

し
た
タ
バ
コ
栽
培
の
技
術
な
ど
も

大
き
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

コ
ギ
ク
生
産
者 

募
集
中

　
茨
城
県
の
コ
ギ
ク
は
、
栽
培
面

積
が
全
国
第
２
位
で
、
Ｊ
Ａ
北
つ

く
ば
管
内
（
桜
川
市
・
筑
西
市
）

の
コ
ギ
ク
は
、「
茨
城
県
花
き
銘

柄
産
地
」
の
指
定
を
受
け
て
い
ま

す
。
管
内
の
年
間
出
荷
本
数
は

２
８
６
万
本
。
初
期
投
資
が
比
較

的
安
価
で
、
若
手
や
女
性
な
ど
多

様
な
担
い
手
に
よ
っ
て
作
付
け
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ギ
ク
生
産
に
興
味
が
あ
る
方

は
、左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば�

農

産

課
（

☎

０

２

９

６-

25-

６
６
０
２
）

　
平
成
24
年
８
月
に
国
会
で
成
立
し
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
」
に
基
づ
き
、
幼
児
期
の
学
校
教

育
・
保
育
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
」
が
平
成
27
年
４
月
か
ら
本
格
施
行
す
る
予
定
で
す
。

　
新
制
度
で
は
、
市
町
村
が
実
施
主
体
と
な
り
、
様
々
な
事
務
を
進
め
る
た
め
に
各
種
基
準
条
例
等
を
定

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
各
種
基
準
条
例
等
の
案
に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

「
桜
川
市
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
に
係
る
基
準
案
」へ
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

《
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
》

　
市
の
基
本
的
な
計
画
や
条
例

な
ど
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
と

き
に
、
事
前
に
案
を
公
表
し
、

市
民
の
皆
様
か
ら
意
見
を
伺

い
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
考
慮

し
て
最
終
案
を
つ
く
り
、
そ
の

寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
対
し
て
市

の
考
え
方
を
公
表
す
る
一
連
の

手
続
き
で
す
。

県花き立毛品評会で金賞を受賞した小松崎弘光さん
（写真左）のコギクほ場と作業員の皆さん

県
広
域
銘
柄
産
地
指
定

桜
川
市
の
コ
ギ
ク



サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
２
０
１
４

ツ
ー
ル
・
ド
・
さ
く
ら
が
わ
」
開
催

水
戸
線
羽
黒
駅
舎
改
築
に
貢
献
し
た
方
々
へ
感
謝
状
を
贈
呈

真
壁
ふ
れ
あ
い
生
き
い
き
サ
ロ
ン

ミ
ニ
運
動
会
開
催

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
精
神
受
け
継
ぐ

岩
瀬
高
校
戴
帽
式

Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
真
壁
促
成
部

地
元
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

筑ち
く

輪わ

川が
わ

河
川
愛
護
会

河
川
功
労
者
表
彰
受
賞

カ
ラ
フ
ル
な
服
装
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
な

が
ら
完
走
を
目
指
す
参
加
者
の
皆
さ
ん

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
羽
黒
石
材
商

工
業
協
同
組
合
堀ほ

り 

政ま
さ

美み

代
表
理
事（
写

真
中
央
）
と
井い

の

上う
え

伸し
ん

二じ

下
館
駅
長（
写

真
左
）、
東

ひ
が
し 

大ひ
ろ

功の
り

JR
水
戸
建
築
技
術

セ
ン
タ
ー
所
長（
写
真
右
）

駅
舎
待
合
室
の
巾
木
の
絵
柄
を
デ
ザ

イ
ン
し
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
岩
瀬

日
本
大
学
高
等
学
校 

美
術
部
の
皆
さ

ん
と
関
係
者

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
も
と
、
ミ

ニ
運
動
会
の
準
備
運
動
を
す
る
参
加
者
た
ち

ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
を
戴
帽
し
、
火
を
と
も
し

た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
も
つ
岩
瀬
高
校
の
戴
帽
生

た
ち

大
塚
市
長
（
写
真
中
央
左
）
に
、
地
元
で
収

穫
し
た
新
鮮
な
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
た
Ｊ
Ａ
北

つ
く
ば
真
壁
促
成
部
の
皆
さ
ん
（
部
長
の
大

塚
康
史
さ
ん
〈
写
真
中
央
右
〉）

河
川
功
労
者
表
彰
を
代
表
で
受
賞
し
た
（
写

真
右
か
ら
）
曽
根
区
長 

堀ほ
り 

青せ
い

一い
ち

さ
ん
、
高
幡

区
長 

奥お
く

村む
ら 

昇の
ぼ
る
さ
ん
、
加
茂
部
第
二
区
長 

安あ

達だ
ち

啓け
い

一い
ち

さ
ん

　
５
月
18
日
、
桜
川
市
周
辺
道
路
を
コ
ー
ス
に
し

た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
２
０
１
４
ツ
ー

ル
・
ド
・
さ
く
ら
が
わ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
交
通
規
則
を
守
り
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
完
走
を
目
指
す
も
の
で
、
上
曽
峠
や

稜
線
林
道
な
ど
の
山
岳
部
を
含
む
コ
ー
ス
や
比
較

的
平
坦
な
道
を
走
る
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
市
内
の
史

跡
や
名
所
、
伝
統
産
業
を
ガ
イ
ド
付
き
で
散
策
す

る
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
当
日
は
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
晴
天
の
中
、
市
内

外
か
ら
約
５
０
０
人
が
参
加
し
、
桜
川
市
周
辺
の

自
然
環
境
や
伝
統
的
な
町
並
み
を
楽
し
み
な
が
ら

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
10
日
、
水
戸
線

羽
黒
駅
の
駅
舎
改
築
工

事
に
お
い
て
、
地
場
の

特
産
で
あ
る
羽は

黒ぐ
ろ

青あ
お

糠ぬ
か

目め

石い
し

を
提
供
し
た
羽
黒

石
材
商
工
業
協
同
組
合

と
、
駅
待
合
室
内
の
彫

刻
画
デ
ザ
イ
ン
に
協
力

し
た
岩
瀬
日
本
大
学
高

等
学
校
美
術
部
の
皆
さ

ん
に
対
し
て
、
JR
東
日

本
水
戸
支
社
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
６
月
19
日
、
真
壁
体
育
館
で
、
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
の
「
真
壁
ふ
れ
あ
い
生
き
い
き
サ
ロ
ン 

ミ
ニ
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
、
真
壁
地
区
の
高
齢

者
１
２
５
人
が
参
加
し
、
競
技
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
開
催
し
て
い

る「
ふ
れ
あ
い
生
き
い
き
サ
ロ
ン
」参
加
者
を
対
象

に
、健
康
維
持
と
介
護
予
防
を
目
的
に
、シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
や
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
の
協
力
の
も
と
、
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
や

輪
投
げ
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
運
び
な
ど
で
、
楽
し

く
体
を
動
か
し
て
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
６
月
６
日
、
岩
瀬
高
等
学
校
で
戴
帽
式
が
開
催

さ
れ
、
衛
生
看
護
科
３
年
生
37
人
が
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。

　
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
開
催
さ
れ
た
式
は
、
看

護
師
へ
の
道
を
確
実
に
歩
ん
で
い
く
決
意
と
覚
悟

を
示
す
儀
式
で
、
小こ

山や
ま 

茂
し
げ
る

校
長
か
ら
ナ
ー
ス

キ
ャ
ッ
プ
を
手
渡
さ
れ
戴
帽
し
た
生
徒
た
ち
が
、

火
を
と
も
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
持
っ
て
、
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
誓
詞
を
唱
え
ま
し
た
。

　
戴
帽
生
を
代
表
し
て
梶か

じ

川か
わ 

楓か
え
で

さ
ん
が
、「
相
手

を
思
う
気
持
ち
を
持
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
で
、

看
護
の
視
野
を
広
げ
て
い
き
ま
す
」
と
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
５
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
真
壁
促
成
部
の
皆

さ
ん
が
大
塚
市
長
を
訪
問
し
、
桜
川
市
で
収
穫
さ

れ
た
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
販
路
拡
大
の
協
力
を
要
望

し
ま
し
た
。

　
訪
問
し
た
の
は
同
部
部
長
の
大お

お

塚つ
か

康や
す

史し

さ
ん
と

部
会
役
員
４
人
で
、
全
国
一
の
生
産
量
を
誇
る
こ

だ
ま
ス
イ
カ
や
、
新
鮮
な
き
ゅ
う
り
・
ト
マ
ト
、

商
品
開
発
し
た
無
塩
・
無
添
加
の
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー

ス
を
大
塚
市
長
や
関
係
部
署
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
大
塚
部
長
か
ら
販
路
拡
大
の
協
力
要
望
を
受
け

た
大
塚
市
長
は
、「
市
の
農
業
発
展
の
た
め
に
、

積
極
的
に
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
５
月
26
日
、
東
京
都
で
、「
平
成
26
年
度
河
川

功
労
者
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
、加
茂
部
第
二
地
区
・

高
幡
地
区
・
曽
根
地
区
の
３
行
政
区
で
構
成
さ
れ

る
筑
輪
川
河
川
愛
護
会
が
、
河
川
功
労
者
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
河
川
協
会

が
河
川
に
対
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

昭
和
24
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
同
会
が
市
内
東
部
を
流
れ
る

一
級
河
川
筑
輪
川
で
、
河
川
沿
い
の
除
草
や
清
掃

な
ど
、
河
川
美
化
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
地
域

住
民
の
河
川
環
境
の
保
全
意
識
向
上
に
尽
力
し
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
４
日
23
日
、
平
成
25
年
度
交
通
安
全
県
民
運
動

模
範
推
進
者
と
し
て
飯い

い

泉ず
み

貴た
か

行ゆ
き

さ
ん（
真
壁
町
細
芝

地
区
）、 

飯い
い

泉ず
み

健け
ん

太た

朗ろ
う

さ
ん（
真
壁
町
亀
熊
地
区
）が
、

茨
城
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
両
氏
が
平
成
24
年
６
月
に
谷
貝
小
学

校
児
童
が
登
校
中
に
車
と
接
触
し
、
ケ
ガ
を
す
る

事
故
の
あ
っ
た
翌
日
か
ら
、
歩
道
が
整
備
さ
れ
る

ま
で
毎
日
児
童
と
共
に
学
校
ま
で
通
学
路
を
歩

き
、
児
童
の
交
通
安
全
に
献
身
的
に
努
め
た
功
労

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
現
在
は
そ
の
効
果
が
あ
り
、
保
護
者
な
ど
交
代

で
子
ど
も
達
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
、
地
域

で
立
哨
活
動
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
県
民
運
動
模
範
推
進
者
の

２
人
に
県
知
事
か
ら
感
謝
状

写
真
右
か
ら
飯い

い

塚づ
か 

武
た
け
し

桜
川
警
察
署
長
、
飯
泉

健
太
朗
さ
ん
、
飯
泉
貴
行
さ
ん
、
大
塚
市
長
、

榎え
の

本も
と 

保
た
も
つ

桜
川
地
区
交
通
安
全
協
会
長

つ
く
ば
渓
流
会

ヤ
マ
メ
５,
０
０
０
匹
放
流

５,
０
０
０
匹
の
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
を
仕
分
け
す

る
つ
く
ば
渓
流
会
の
皆
さ
ん

　
５
月
11
日
、
つ
く
ば
渓
流
会
の
会
員
の
皆
さ
ん

と
一
般
の
参
加
者
約
60
人
が
、
筑
波
山
頂
を
源
流

と
す
る
真
壁
町
羽
鳥
地
内
の
緑
あ
ふ
れ
る
渓
流

男み

な

の女
川
に
、
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
つ
く
ば
の
自
然
を
愛
し
、
そ
こ

に
生
息
す
る
魚
の
保
護
・
育
成
お
よ
び
釣
り
人
の

資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
同
会
が
約

40
年
前
か
ら
続
け
て
い
る
事
業
で
す
。

　
当
日
は
、
５
千
匹
の
稚
魚
を
放
流
。
同
会
長
の

小こ

林
ば
や
し 

茂し
げ
る

さ
ん
（
真
壁
町
真
壁
地
区
）
は
「
こ
の

つ
く
ば
の
沢
に
は
、
ヤ
マ
メ
の
生
息
で
き
る
環
境

が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
渓
流
環
境
を
皆
さ
ん
と

見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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大洋建設有限会社

茨城県桜川市真壁町下谷貝1110－１
(0296) 54－0307　　(0296) 55－3155

総合建設業

創業120余年の伝統と実績
歯科　小児歯科 インプラント

（自由診療 １歯 20 万円～）
床　矯　正

（自由診療 ９万円～）

桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296－76－3700http://www.yanagida-dc.com

■診療時間／午前9：00～ 12：30 
　　　　　　午後2：30～　7：00
■休 診 日／木曜午後・土曜午後・日曜・祝日

歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料 19,800 円～）

弁護士法人 萩原総合法律事務所弁護士法人 萩原総合法律事務所 ☎0296-48-8875
筑西市乙828番3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金  9:00～12:00、13:00～17:30）茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二

日　時：7月26日（土） 9：30～19：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所

日　時：7月27日（日） 9：00～17：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所

予約制となります。どなたでも無料でご相談いただけます。

検索萩原総合

予約制となります。どなたでも無料でご相談いただけます。

交通事故法律相談会開催のお知らせ交通事故法律相談会開催のお知らせ 無料法律相談会開催のお知らせ無料法律相談会開催のお知らせ

9 さくらがわ　2014.7.1 8さくらがわ　2014.7.1

INFORM
ATION

情
報
ひ
ろ
ば

面
接
試
験
な
ど

【
障
が
い
者
一
般
事
務
】

・�

第
一
次
試
験
／
教
養
試
験
（
高

等
学
校
履
修
程
度
）

・�

第
二
次
・
第
三
次
試
験
／
作
文

試
験
、
適
性
試
験
、
面
接
試
験

な
ど

■
受
験
手
続
き
／
受
験
申
込
用
紙

を
持
参
ま
た
は
郵
送
。

　
受
験
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た

は
、
職
員
課（
大
和
庁
舎
）、
総
合

窓
口
課（
岩
瀬
・
真
壁
庁
舎
）に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
郵
送
請
求
の

場
合
は
、
宛
名
を
明
記
し
た
返
信

用
封
筒（
長
形
３
号
）に
82
円
切
手

を
貼
り
同
封
し
、
表
に
「
職
員
採

用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き

し
て
職
員
課
に
請
求
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
／
７
月
31
日
（
木
）

（
受
付
時
間
は
、
平
日
９
時
～
17

時
）

※
郵
送
申
込
み
は
消
印
有
効

■
そ
の
他
／
一
般
事
務
お
よ
び
障

が
い
者
一
般
事
務
採
用
試
験
の
ほ

か
、
10
月
19
日
（
日
）
に
一
般
事

務
（
高
卒
）、
社
会
福
祉
士
、
保

健
師
、主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

精
神
保
健
福
祉
士
の
採
用
試
験
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先
／
職
員
課
（
〒
３
０
９

-

１

２

９

３�

桜

川

市

羽

田

１
０
２
３�

☎
58-

５
１
１
１
・

75

-

３

１

１

１
、

内

線

１
２
１
１
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
「
就
職

カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
催
し
ま
す

茨
城
県
労
働
政
策
課

■
日
時
／
７
月
22
日
（
火
）・
28

（
月
）・
29
日
（
火
）・
８
月
４
日

（
月
）・
５
日
（
火
）、
９
時
30
分

～
16
時
30
分

■
会
場
／
土
浦
市
亀
城
プ
ラ
ザ

■
対
象
者
／
15
歳
～
概

お
お
む

ね
40
歳
代

前
半
の
求
職
者
で
全
日
程
（
５
日

間
）
参
加
で
き
る
方�

30
名

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
特
定
非
営

利
活
動
法
人�

雇
用
人
材
協
会
（
☎

０
２
９-

３
０
０-

１
７
３
８
）

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
の
更
新

国
保
年
金
課

　
８
月
１
日
で
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
証
が
更
新
と
な
り
ま

す
の
で
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を

郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

■
お
届
け
日
／
７
月
下
旬

■
お
届
け
方
法
／
簡
易
書
留
で
お

届
け
し
ま
す
。
留
守
の
場
合
は

不
在
票
が
お
い
て
あ
り
ま
す
の

で
、
笠
間
郵
便
局
郵
便
部
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
へ
照
会
し
て
く
だ

さ
い
。（
☎
０
２
９
６-

72-

０
８
３
０
・
０
８
３
３
）

※
保
険
証
が
届
い
た
ら
台
紙
よ
り

丁
寧
に
は
が
し
、
記
載
内
容
を
確

認
後
は
大
切
に
保
管
し
紛
失
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証（
減
額
証
）の
送
付

　
６
月
上
旬
ま
で
に
減
額
証
の
交

付
を
受
け
、
８
月
以
降
も
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
に
は
、

被
保
険
者
証
と
あ
わ
せ
て
減
額
証

も
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
国
保
年
金
課�

医
療

年
金
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
２
９
６

-

75-

３
１
２
５
直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

茨
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

直
行
バ
ス
「
わ
か
ば
号
」
運
行

企
画
課

　
関
鉄
パ
ー
プ
ル
バ
ス
は
、
桜
川

筑
西
イ
ン
タ
ー
入
口
か
ら
運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
行
バ
ス
の
運

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
運
行
開
始
予
定
日
／
７
月
22
日

（
火
）

■
バ
ス
停
留
所
／
桜
川
筑
西
イ
ン

タ
ー
入
口

■
運
行
期
間
／
季
節
運
行
（
７
月

22
日
～
８
月
31
日
・
平
成
27
年
２

月
１
日
～
４
月
15
日
の
月
曜
～
金

曜
日
の
平
日
運
行
（
運
転
免
許
セ

ン
タ
ー
休
業
日
運
休
））　

■
問
合
先
／
関
鉄
パ
ー
プ
ル
バ
ス

㈱
（
☎
０
２
９
６-

30-

５
０
７
１

h
ttp
://w

w
w
.k
a
n
tetsu

.co.jp
/

g
reen

-b
u
s/

）

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の〝
武た

け

田だ

邦く

に

彦ひ

こ

氏
〟
の
公
開
講
演
開

催
！
（
入
場
無
料
）

企
画
課

■
日
時
／
８
月
24
日
（
日
）、
13

時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所
／
常
総
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー（
常
総
市
新
石
毛
２
０
１
０
）

■
テ
ー
マ
／
「
幸
福
な
男
女
共
同

参
画
を
探
る
」

■
申
込
先
／
レ
イ
ク
エ
コ
ー
（
☎

０
２
９
９-

73-

２
３
０
０（
９
時

30
分
～
21
時
、月
曜
日
は
除
く
。））

■
問
合
先
／
企
画
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
１
２
７
４
）

市
職
員
募
集
　
　
　
　
　
　

　（
平
成
27
年
度
採
用
）職

員
課

■
採
用
職
種
・
予
定
人
員

【
一
般
事
務
】
10
名
程
度

【
障
が
い
者
一
般
事
務
】
若
干
名

■
職
務
内
容
／
本
庁
ま
た
は
出
先

機
関
で
一
般
事
務
に
従
事

■
受
験
資
格

【
一
般
事
務
】

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

【
障
が
い
者
一
般
事
務
】

①
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
を
卒
業
し
た
方
若
し
く
は
、

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
１
級
か

ら
６
級
ま
で
の
方

③
自
力
に
よ
る
通
勤
が
で
き
、
介

護
者
な
し
に
事
務
職
と
し
て
の
職

務
の
遂
行
が
可
能
な
方

④
通
常
の
勤
務
時
間
（
週
38
時
間

45
分
、
1
日
7
時
間
45
分
）
に
対

応
で
き
る
方

⑤
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
お
よ

び
普
通
話
声
に
対
応
で
き
る
方

■
試
験
日
時
・
場
所

【
第
一
次
試
験
】

・
試
験
日
／
９
月
21
日�

（
日
）

・�

会
場
／
桜
川
市
岩
瀬
中
央
公
民

館
（
桜
川
市
東
桜
川
１-

21-
１
）・
桜
川
市
役
所
岩
瀬
庁
舎

（
桜
川
市
岩
瀬
64-

２
）

※
第
一
次
試
験
は
会
場
が
２
か
所

あ
り
ま
す
。
受
験
票
を
ご
確
認
の

上
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
試
験
内
容

【
一
般
事
務
】

・�

第
一
次
試
験
／
教
養
試
験
（
大

学
履
修
程
度
）

・�

第
二
次
・
第
三
次
試
験
／
体
力

検
査
、
作
文
試
験
、
適
性
試
験
、

　税・保険料は納期内に納め
るようにしましょう。
　また、納め忘れがなく簡
単で便利な口座振替制度を
ご利用ください。

７月納期の
税・保険料

・・・・・

固定資産税　 　　２期

国民健康保険税 　１期

後期高齢者医療保険料　１期

納期限／７月 31 日（木）
イ
ベ
ン
ト

募
　
集

健
康
・
福
祉

桜川市の放射線量

単位：マイクロシーベルト（μSv）／時間

測定日

（天気）

測定時間

9時 12時 15 時

６/２（晴） 0.058 0.057 0.057

６/ ９（曇） 0.056 0.056 0.055

６/16（晴） 0.055 0.054 0.055

■
測
定
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
駐
車
場�

地
上
１
ｍ
（
毎
週
測
定
）

■
測
定
結
果
／
い
ず
れ
も
健
康
に
害

の
な
い
数
値
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）／
人
の
体
が
放

射
線
を
受
け
た
時
の
影
響
を
表
す
単

位■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

※
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の

測
定
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　市民の皆様の声を行政に反映する

ために、市長と語り合ってみません

か。話題はなんでも結構です。

　なお、市長は職務上、急な用務が

入る場合がありますので、その場合

は副市長などが対応することになり

ます。

　お手数でも事前（前日）にお問い

合わせください。

■日時／７月 22 日（火）　

   ９時～ 12 時・13 時～ 16 時

■場所／市役所 真壁庁舎

■�問合先／ 秘 書 広 報 課（ ☎ 58-

5111・75-3111 代表）

※  次回／８月 25 日（月）は、市役

所大和庁舎で、「市民の日」を開

催します。

市長と語ろう！

　「市民の日」

お
知
ら
せ



乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
25
年
８
月
生

・
日
程
／
８
月
25
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・�

受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
24
年
12
月
・
Ｈ
25
年

１
月
生

・
日
程
／
８
月
19
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・�

受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

・�

受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時
、

13
時
30
分
～
14
時
30
分

■
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

・�

対
象

　�

子
宮
頸
が
ん
検
診
…
20
歳
以
上

の
女
性

　�

乳
が
ん
検
診
…
30
歳
以
上
の
女

性
・�

日
程
／
８
月
28
日
（
木
）
～
29

日
（
金
）

・�

会
場
／
大
和
体
力
増
進
セ
ン

タ
ー

・
受
付
時
間
／
12
時
30
分
～
13
時

・�

内
容
／
子
宮
・
乳
が
ん
検
診
（
超

音
波
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

は
、
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。）

※
過
去
３
年
、
受
診
歴
の
な
い
方

は
通
知
が
届
き
ま
せ
ん
の
で
、
健

康
推
進
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

精
神
保
健

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

・
日
程
／
８
月
11
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・�

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担

当
し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）

真
壁
地
区
の
方

■
２
歳
児
歯
科
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
24
年
４
月
・
５
月
・

６
月
生

・
日
程
／
８
月
27
日
（
水
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・�

受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）

■
育
児
相
談

・�

対
象
／
Ｈ
26
年
１
月
・
２
月
・

３
月
生

・
日
程
／
８
月
１
日
（
金
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・�

受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

成
人
健
康
診
査

■
住
民
健
診

・
対
象
／
30
歳
以
上
の
方

・�

日
程
／
８
月
６
日
（
水
）
～
８

日
（
金
）

・�

会
場
／
大
和
地
区
の
各
公
民

館
・
大
和
体
力
増
進
セ
ン
タ
ー

な
ど

健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

・
対
象
／
乳
幼
児
～
高
齢
者

・�

日
程
／
８
月
１
日
（
金
）、
20

日
（
水
）

・�

会
場
／
健
康
推
進
課
（
岩
瀬
庁

舎
）、
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・�

受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

※
子
ど
も
の
計
測
、
離
乳
食
・
栄

養
相
談
希
望
者
は
、
要
予
約

献
血

■
８
月
18
日
（
月
）

・
会
場
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
12
時

�

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

８
月
３
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
延
島
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
住
所
／
東
飯
田
６
０
０

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
５
８

８
月
10
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
な
か
は
ら
整
形

外
科
医
院

・�
住
所
／
真
壁
町
飯
塚
４
９
６-

10さくらがわ　2014.7.111 さくらがわ　2014.7.1

健康ガイド
Health�guide

８月分

《問合先》健康推進課
　　　　 ☎ 0296- 75- 3 1 5 9（直通）
　　　　 ☎ 58-5111・75-3111（代表）

１
・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

９
９
５
５

８
月
17
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
大
和
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
住
所
／
大
国
玉
２
５
１
３-

12

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

７
７
８
８

８
月
24
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
大
塚
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
９
０
０

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
５
１
２

８
月
31
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
袖
山
医
院
本
院

・
住
所
／
西
桜
川
１-

43

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
０
１
９

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合

は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
熱
中
症
は
、
体
内
の
水
分
が
不

足
し
、
体
温
調
節
が
で
き
な
い
た

め
に
起
こ
り
ま
す
。
真
夏
の
炎
天

下
だ
け
で
は
な
く
、
梅
雨
の
時
期

や
室
内
、
就
寝
中
で
も
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
高
齢
に
な
る
と
体
の
調

整
機
能
の
低
下
か
ら
高
温
多
湿
の

環
境
に
体
が
適
応
し
づ
ら
く
、
乳

幼
児
は
、
体
温
調
節
機
能
が
未
熟

な
た
め
、
脱
水
症
状
を
起
こ
し
や

す
く
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
く
な

る
の
で
す
。

熱
中
症
の
危
険
信
号

◆�

日
差
し
が
強
い
日
、
高
温
多
湿

な
日

◆
急
に
気
温
が
上
が
っ
た
日

◆
体
調
不
良
の
時

◆
暑
さ
に
体
が
慣
れ
て
い
な
い

症
　
状ふ

ら
ふ
ら
す
る
、
め
ま
い
、

立
ち
く
ら
み
、
元
気
が
な
く

ぼ
ん
や
り
す
る
、
や
た
ら
と

飲
み
た
が
る（
の
ど
が
渇
く
）

意
識
が
な
い
、
反
応
が
お
か

し
い
、
全
身
の
け
い
れ
ん
、

立
て
な
い

吐
き
気
、
お
う
吐
、
頭
痛
、

倦
怠
感
、
ぐ
っ
た
り
し
て
泣

き
声
に
力
が
な
い

応
急
処
置

①�

涼
し
い
場
所(

冷
房
が
き
い
て

い
る)

で
休
ま
せ
る

②�

服
を
脱
が
せ
た
り
、
衣
服
を
ゆ

る
め
る

・�

濡
れ
タ
オ
ル
を
体
に
か
け
た
り
、

首
や
脇
の
下
、
脚
の
つ
け
根
な

ど
に
保
冷
剤
を
あ
て
う
ち
わ
や

扇
風
機
で
風
を
送
っ
て
体
を
冷

や
す

③�

水
分
と
塩
分
が
同
時
に
と
れ

る
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
食

塩
水（
0.1
～
0.2
％
）を
飲
ま
せ
る

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

○�

こ
ま
め
に
水
分
を
と
り
、
き
ち

ん
と
食
事
を
と
る

・�

喉
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
外
出

時
や
入
浴
、
昼
寝
の
前
後
に
水

分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
服
装
選
び
に
工
夫
す
る

・�

帽
子
の
着
用
や
メ
ッ
シ
ュ
素
材
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
、

黒
よ
り
は
白
っ
ぽ
い
服
な
ど
、

熱
が
こ
も
り
に
く
く
体
温
調
整

が
し
や
す
い
服
装
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
少
し
の
時
間
で
も
絶
対
に
車

内
に
子
ど
も
を
置
き
去
り
に
し

な
い
で
！

　
お
知
ら
せ

子
ど
も
救
急
電
話
相
談
　

（
無
料
）

　
お
子
さ
ん
が
急
な
病
気
で
心
配

な
と
き
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
時
間

・�

毎
日
の
夜
間
／
18
時
30
分
～
24

時
30
分

・
休
日
の
昼
間
／
９
時
～
17
時

※
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
（
12

月
29
日
～
１
月
３
日
）

■
相
談
先

・�

プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
、

携
帯
電
話
／
☎�

♯
８
０
０
０

・�

す
べ
て
の
電
話
／
☎
０
２
９-

２
５
４-

９
９
０
０

■
救
急
医
療
機
関
を
お
探
し
の
と

き
は
／
茨
城
県
救
急
医
療
情
報
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
９-

２
４
１-

４
１
９
９
、

年
中
無
休
24
時
間
対
応
）

高
齢
者
の
皆
さ
ん
と
乳
幼
児
の
保
護
者
の
方
へ

～
熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
～

熱
中
症
の
発
生
は
７
～
８
月
が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す

重 度 中 度 軽 度

華まるかん華まるかん

桜川市真壁町古城 307-1

銀座まるかん特約店

☎090-4607-3718健康サプリメント、
青汁、化粧品 など
無料貸出中無料貸出中

斎藤一人 さんの本・CD
銀座まるかん創設者で高額納税者

至石岡市至筑西市

古城

真壁消防署前

真壁消防署
●
真壁消防署
●

●
真壁体育館
●
真壁体育館

至つくば市

至岩瀬

41

7

華まるかん華まるかん

販売中

※不在の場合がござ
いますので、ご来
店の際は、事前に
お電話ください。

時間

※祝日のある週は、水曜診察致します。

▼診察時間

9：30～12：30
12：30

9：30
〜

（受付は 12：00まで）

（受付は 18：30まで）
14：30～19：00

曜日 月 火 水 木 金 土 日

◯

◯

◯ 休

休

休

休休◯

◯

◯

◯

◯

来院前に、必ずご連絡ください。
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大好評！大好評！

明野自動車学校明野自動車学校認
公
認
公 ☎0296(52)2811

を取ろう！を取ろう！

無料送迎無料送迎
有ります有ります

スピードプランスピードプラン
夏休み夏休み特別企画特別企画許免

Ｕターン学生に
Ｕターン学生に

教習予約不要
教習予約不要

大好評！大好評！

スピードプランの一例スピードプランの一例

入

校 込
見
業
卒➡ ８月20日

➡ ８月30日
９月  7日
９月15日

７月22日
８月  3日
８月12日
８月24日

➡ 
➡

明野自動車学校検索

無料法律相談
相談日（予約制） 学園都市法律事務所
7月12日（土）
7月27日（日）

☎029-869-9500

※個人事業主・法人は有料

つくば市吾妻3-10-13 つくば文化ビル3A
筑波メディカルセンター近く

弁護士　程塚　智則
茨城県弁護士会所属

交通事故・借金・相続・離婚など
お困りのことがありましたら
まずはお電話ください。

第9回
桜川市小学校陸上記録会
　5月 16 日（金）、桜川市総合運動公園多目的グラウンドを会場に、市
内小学校11校の5・6年生785人による「第9回桜川市小学校陸上記録会」
が開催されました。
　選手たちは、短距離・長距離走、走り高跳びなど 8種目の競技で、日
頃の練習の成果を発揮し記録に挑みました。
　上位入賞者と記録は次のとおりです。（3位まで・敬称略）

※岩／岩瀬小学校、坂／坂戸小学校、南／南飯田小学校、羽／羽黒小学校、猿／猿田小学校、雨／雨引小学校、大／大国小学校、
　真／真壁小学校、紫／紫尾小学校、谷／谷貝小学校、樺／樺穂小学校

８
０
０
ｍ
走
を
ス
タ
ー
ト
し
た
選
手
た
ち

種　目 学年
１　位 ２　　位 ３　　位

氏　名 校 記　録 氏　名 校 記　録 氏　名 校 記　録

１００ｍ

５年 男 阿部　裕輝 岩 14”5 鈴木　　潤 樺 14”8 来栖　飛鳥 真 14”8

５年 女 来栖　七海 真 15”1 宮山　楓華 紫 15”2 海老澤萌衣 岩 15”7

６年 男 杉浦　春斗 羽 14”2 髙橋　拓幹 樺 14”3 細谷　将汰 紫 14”5

６年 女 加藤　　楓 真 新　13”7 大塚　　葵 大 タイ　14”5 大和田桃華 谷 15”0

６０ｍＨ

５年 男 深谷　柊二 雨 12”1 澤　　泰洋 真 12”2 山崎　聡太 大 12”2

５年 女 高松　愛梨 大 11”6 大久保優姫乃 羽 11”9 前田　里穏 大 12”0

６年 男 野原　　陽 羽 11”3 岩渕　颯太 大 11”7 安達　　輝 大 11”7

６年 女 瀧川　奈津 羽 11”4 田崎　美海 樺 11”4 田谷　明音 岩 11”5

８００ｍ
５年 女 鈴木　瑠愛 羽 2’48”8 清水　春花 羽 2’53”2 小澤　なつ 真 2’58”0

６年 女 富田　乃愛 南 新　2’38”1 萩原　菜結 羽 新　2’41”7 足立　結海 岩 2’49”2

１０００ｍ
５年 男 藤田　了斗 岩 3’42”4 渡邉宗次郎 羽 3’42”8 斎藤　歩夢 紫 3’43”6

６年 男 木村　俊太 岩 3’28”0 志賀　智也 猿 3’31”6 浦田　明輝 坂 3’39”2

走り幅跳び

５年 男 木村　勇真 雨 3m57 加納　拓実 羽 3m46 成田　純也 雨 3m29

５年 女 矢野　　葵 坂 3m29 稲場　彩音 羽 3m16 森田　夏海 紫 3m14

６年 男 谷田部　諒 真 3m59 髙橋　陸哉 樺 3m57 岩渕　航平 真 3m55

６年 女 青木　伽奈 坂 3m43 小口　寧々 雨 3m38 山中　寧々 紫 3m37

走り高跳び

５年 男 本橋　尚樹 樺 1m13 渡邊　大聖 真 1m10 保坂　優斗 羽 1m10

５年 女 来栖　春菜 南 タイ　1m15 柴山　彩華 雨 1m09 吉田　藍美 岩 1m06

６年 男 石川　夏希 岩 1m25 菊池　飛翔 南 1m22 稲見　征也 羽 1m22

６年 女 仁平萌々香 紫 1m15 岩本　恭佳 岩 1m12
梅井　愛美
枝川　花帆

坂
樺

1m12

ボールスロー

５年 男 太田　尚吾 岩 43m89 荻原　康誠 岩 42m55 萩原　　渉 真 42m34

５年 女 枝　あかり 羽 29m68 黒田　純華 坂 29m15 武内　　結 真 28m89

６年 男 荻原　　翔 真 49m27 相澤　　俊 大 46m45 山中　隆雄 紫 44m30

６年 女 口町　百加 南 39m11 榎戸　香奈 岩 37m93 市村　涼乃 谷 36m82

４００ｍリレー

５年 男 真壁小 1’03”4 岩瀬小 1’04”7 雨引小 1’05”8

５年 女 真壁小 1’04”6 南飯田小 1’07”5 羽黒小 1’07”8

６年 男 羽黒小 1’00”7 真壁小 1’00”8 樺穂小 1’02”6

６年 女 岩瀬小 1’02”1 真壁小 1’03”8 樺穂小 1’04”0



有限会社  坂戸サンオート
代 表　又村元彦

桜川市西飯岡396

TEL 0296-76-1148　FAX 0296-76-0920

各種新車・中古車販売・修理
各種保険取扱代理店

桜川市真壁町桜井765-2

～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～

TEL 0296-54-1540
Homepage  http://www.furuhashikaikei.com

古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所
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真
壁
伝
承
館
歴
史
資
料
館
で

は
、
５
月
27
日
（
火
）
か
ら
９
月
28

日（
日
）ま
で
、第
５
回
企
画
展「
海

老
沢
泰
久
展 

～
直
木
賞
作
家
の

横
顔
～
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
桜
川
市
（
旧
真
壁
町
大
字
酒

寄
）
の
出
身
で
あ
る
海
老
沢
泰
久

氏
は
、
紫
尾
小
学
校
、
桃
山
中
学

校
に
通
い
、
下
妻
一
高
で
学
ん
だ

の
ち
國こ

く

學が
く

院い
ん

大だ
い

學が
く

文
学
部
に
進

学
す
る
と
、
卒
業
後
の
昭
和
49

（
１
９
７
４
）
年
に
小
説
新
潮
新

人
賞
を
受
賞
し
て
文
壇
に
姿
を
現

し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
題
材
と
し

た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
伝
記
小

説
、
エ
ッ
セ
イ
を
記
し
、
平
成
６

（
１
９
９
４
）年
に
短
編
集『
帰
郷
』

で
直
木
賞
を
受
賞
す
る
と
、
そ
れ

以
降
も
様
々
な
分
野
で
多
数
の
著

作
を
発
表
し
ま
す
。

　
や
が
て
自
分
の
書
き
た
い
方
向

性
を
定
め
た
海
老
沢
氏
で
す
が
、

平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
、
十
二

指
腸
癌が

ん

に
よ
っ
て
59
歳
と
い
う
若

さ
で
急
逝
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
が

期
待
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
そ
の

死
は
多
く
の
方
に
惜

し
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
遺
族
の
方

の
手
に
よ
っ
て
寄
贈

さ
れ
た
海
老
沢
氏
の

遺
品
は
、
一
部
が
真
壁

図
書
館
で
公
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
そ
れ
ら
に

加
え
、
未
公
開
だ
っ
た
遺
品
や
、

海
老
沢
氏
が
在
籍
し
て
い
た
國
學

院
大
學
か
ら
も
多
数
の
資
料
を
お

借
り
し
て
、展
示
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
身
内
の
方
や
恩
師
な
ど
、

縁
の
深
い
方
々
の
語
る
氏
の
姿
か

ら
、
私
人
と
し
て
の
一
面
も
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　
培
っ
た
実
績
と
、
そ
こ
か
ら
見

え
る
人
間
性
。
そ
れ
ら
に
触
れ
る

こ
と
で
、
地
元
出
身
の
作
家
で
あ

る
海
老
沢
泰
久
氏
に
親
し
み
を
感

じ
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。

読
書
会
「
海
老
沢
泰
久
氏
の
直

木
賞
受
賞
作
『
帰
郷
』
を
読
む
」

　
海
老
沢
氏
の
著
作
を
読
み
、
感

想
や
意
見
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

■
日
時
／
８
月
２
日
（
土
）、
14

時
～
（
１
時
間
程
度
）

■
場
所
／
真
壁
伝
承
館
真
壁
図
書

館
閲
覧
室
（
無
料
・
先
着
10
名
）

■
申
込
先
／
文
化
財
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
２
２
２
）

夏
休
み
「
真
壁
城
跡
の
発
掘

体
験
」
参
加
者
募
集

　
真
壁
城
跡
の
発
掘
を
体
験
で
き

ま
す
。
４
０
０
年
以
上
前
の
城
を

発
見
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
８
月
22
日
（
金
）、
10

時
～
11
時
、
小
雨
決
行

※
大
雨
の
場
合
、８
月
26
日
（
火
）

に
延
期

■
集
合
／
真
壁
体
育
館
駐
車
場

（
桜
川
市
真
壁
町
古
城
３
７
７
）

■
費
用
／
５
０
０
円
（
保
険
代
な

ど
）

■
募
集
／
先
着
50
名

■
対
象
／
未
就
学
児
（
親
子
）、

小
・
中
・
高
校
生

■
持
参
物
／
帽
子
、
タ
オ
ル
、
軍

手
、
飲
み
物

■
募
集
期
間
／
７
月
１
日
（
火
）

～
８
月
12
日
（
火
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
文
化
財

課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
３
２
２
２
）

歴

No.55
教育委員会文化財課

文化財グループ

（�☎58-5111・75-
3111 代表）

史
資
料
館
だ
よ
り

第
５
回
企
画
展
「
海え

老び

沢さ
わ

泰や
す

久ひ
さ

展

～
直
木
賞
作
家
の
横
顔
～
」開
催
中

真壁城跡から出土した火縄銃の
弾丸（鉛製：実物大）

「
海
老
沢
泰
久
展 

～
直
木
賞
作
家
の
横
顔
～
」の
ポ
ス
タ
ー
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新刊 紹介BOOK  REVIEW

岩瀬中央公民館
《児童図書》

かばくんとクレヨン　　　　　　　　　　コンドウアキ 著

りんごかもしれない　　　　　　　　　　ヨシタケシンスケ 作

わたしのいえ　　　　　　　　　　　　　たかはしなおこ　著

こやぶ医院は、なんでも科　　　　　　柏葉幸子 作／山西ゲンイチ 絵

クリオネのしっぽ　　　　　　　　　　　長崎夏海 著／佐藤真紀子 絵

《一般図書》

氷点　上・下　(角川文庫 )　　　　　　　　　三浦　綾子 著

君を憶えてる　　　　　　　　　　　　　牧村　一人 著　

その食べ方では毒になる !　　　　　　　 森　由香子 著

おいしい食べ方　いけない食べ方　
　見た目やにおいだけではわからない

　開封後の食べられる期限＆正しい保存法　　　　　宝島社 発行

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

【今月のお薦め本】

ハウジングストーリー
伝えたい言葉　届けたい思い

香月　敬民　著

大和中央公民館
【今月のお薦め本】

かぐや姫の物語
アニメージュ編集部

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

《児童図書》

つぎはわたしのばん　　　　　　　　　　いもとようこ 作／絵

たったひとりのともだち　　　　　原田えいせい 作／いもとようこ 絵

わたしのいもうと　　　　　　　　　　松谷みよ子 文／味戸ケイコ 絵
ミスターワッフル！　　　　　　　　　 デイヴィッド・ウィーズナー 作

たなばたバス　　　　　　　　　　　　　藤本ともひこ 作／絵

《一般図書》

雨の降る日は学校に行かない　　　　　　相沢　沙呼 著

カノン　　　　　　　　　　　　　　　　中原清一郎 著

想像ラジオ　　　　　　　　　　　　　　いとうせいこう 著

愛ふたたび　　　　　　　　　　　　　　渡辺　淳一 著

昨夜のカレー、明日のパン　　　　　　　木皿　　泉 著

【今月のお薦め本】

ホントはコワイ夏バテ
51の対策
福田　千晶 著

《児童図書》

恐竜図解新事典　　　　　　　　　　　　黒川　光広 文／絵
番外編　忘れていた怪談　闇の本　　　　　　  緑川聖司 作／竹岡美穂 絵

片想い白書　　　　　　　　　　　　　　唯川　　恵 著

はっけん！むしのもり　　　　　　　　　タダサトシ 作

ちびまる子ちゃんのあんぜんえほん　　さくらももこ 原作／山中龍宏 監修

たなばたバス　　　　　　　　　　　　　藤本ともひこ 作／絵

《一般図書》

やさしい「経済ニュース」の読み方　　　岡田　　晃 著

イライラしない子育ての本　　　　　　　川井　道子 著

365 日野菜を食べよう！　　　　　　　　主婦の友社 編

大迷走　　　　　　　　　　　　　　　　逢坂　　剛 著

星間商事株式会社社史編纂室　　　　　　三浦しをん 著

満願　　　　　　　　　　　　　　　　　米澤　穂信 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間（
資
料
合
計:

１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

平
日
10
時
〜
18
時
、土
・
日
曜
日
９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

真壁伝承館 真壁図書館

介護のご相談は

居宅介護支援事業所

さくらがわさくらがわ
☎0296-20-6071

入所・短期入所・
通所リハビリテーション

介護老人保健施設

さくらがわさくらがわ
☎0296-20-6071
URL:http://www.douaikai.or.jp

内科・外科・消化器内科・
循環器科・呼吸器科・耳鼻咽喉科

延島クリニック延島クリニック
☎0296-58-5058

※夏休み読書感想文課題図書の貸出もしております。貸出については、１週間１冊までとなります。



勉強がらくになるのは公文式！勉強がらくになるのは公文式！
はじめよう！

ぜひ一度、

 教室を見に

  来て下さい。

真壁中央・十里・明野ピース･スフィア教室

真壁中央：桜川市真壁町田52-4

乳幼児教室
小学生教室
中学生教室
高校生教室

0296－57－2969代表

誠
実
に
、
忠
実
に
。

あ
な
た
の
側
で
、

そ
ば

15 さくらがわ　2014.7.1

文
芸 

さ
く
ら
が
わ

　
俳
　
句

【
桜
川
市
岩
瀬
「
萩
」
俳
句
会
】

山
腹
の
杜
の
あ
と
や
椎
若
葉
　
　
　
　 

小
林 

啓
治

敷
石
の
飛
び
と
び
松
葉
牡
丹
咲
く
　
　 

荻
原 

勅
彦

桐
咲
く
や
亡
母
に
聴
き
た
き
事
一
つ
　
三
代 

み
ち
よ

更
衣
こ
れ
が
最
後
の
同
窓
会
　
　
　 

入
山 
ひ
ろ
子

ひ
ら
ひ
ら
と
朴
の
病
葉
の
顔
へ
か
な
　
若
色 

寿
美
女

表
札
の
残
る
空
き
家
の
柿
の
花
　
　 

金
田 

と
う
女

七
彩
の
七
夕
紙
や
夢
ひ
ら
く
　
　
　
　 

細
谷 

充
女

電
線
の
小
雀
音
譜
作
曲
中
　
　
　
　
　 

永
瀬 

ち
い

マ
ロ
ニ
イ
の
香
り
偲
ば
す
パ
リ
土
産
　 

齋
藤 

み
よ

走
り
梅
雨
大
仏
の
ま
ぶ
た
重
た
か
り
　
渡
辺 

千
恵
子

省
略
の
利
か
ぬ
一
句
や
牡
丹
散
る
　 

萩
原 

き
し
の

【
茂
山
俳
句
会
】

座
布
団
で
足
り
る
赤
子
の
昼
寝
か
な
　 

皆
川 

一
女

父
の
日
も
分
か
ら
ぬ
父
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
笠
倉 

陽
子

浜
を
ん
な
緑
雨
も
借
り
て
網
洗
ふ
　 

海
老
沢 

静
夫

蚕
豆
を
剥
く
内
乱
の
記
事
の
上
　
　 

鈴
木 

ノ
ブ
子

新
茶
汲
む
た
め
の
清
水
を
貰
ひ
け
り
　 

金
子 

弘
毅

耳
打
ち
の
少
女
の
「
ア
ノ
ネ
」
と
こ
ろ
て
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

宮
本 

芳
江

蟠
わ
だ
か
まり

胸
に
収
め
て
心
太
　
　
　
　
　
　 

大
関 

く
に

気
負
ひ
つ
ゝ
畑
仕
事
や
ほ
と
と
ぎ
す
　
君
島 

真
理
子

若
田
さ
ん
「
お
帰
り
な
さ
い
」
風
薫
る
　
竹
林 

て
る

些
事
な
ど
は
さ
ら
り
と
忘
れ
と
こ
ろ
て
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

鈴
木 

つ
ぎ

放
課
後
の
指
切
り
げ
ん
ま
ん
心
太
　
　 

吉
原 

京
子

万
燈
の
華
や
ぐ
宙そ

ら

や
祭
笛
　
　
　
　
　 

今
井 

繁
子

き
ら
め
き
て
日
を
返
し
を
り
柿
若
葉
　 

田
崎 

信
子

点
々
と
彩
ど
る
山
の
紅
つ
つ
じ
　
　
　 

松
崎 

い
ま

し
ど
け
な
き
哀
れ
を
さ
そ
ふ
落
ぼ
た
ん
　
吉
原 

秀
子

家
に
過
去
あ
り
て
万
緑
に
つ
つ
ま
れ
る
　
植
田 

祥
雲

建
ち
並
ぶ
旅
路
の
宿
や
若
楓
　
　
　 

海
老
沢 

幸
子

父
の
日
や
父
と
息
子
の
顔
赤
し
　
　
　
　 
泉 

健
作

母
の
日
の
自
ら
つ
く
る
五
目
寿
司
　
　
　 

飯
山 
昭

　
短
　
歌

【
桜
川 

歌
壇
の
会
】

震
度
五
の
揺
れ
に
目
覚
め
て
テ
レ
ビ
見
る
地な

震い

治
ま

り
て
初は

つ

夏な
つ

の
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

田
村 

む
め

野
山
に
も
緑
が
茂
る
初
夏
と
な
り
暑
さ
も
慣
れ
ず
に

体
調
く
ず
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

榎
戸 

栄
子

加
波
山
と
雨
引
山
に
つ
づ
く
峰
初
夏
は
さ
な
が
ら
ピ

ン
ク
に
染
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
　 

中
原 

す
み
子

子
供
の
日
時
折
し
げ
き
雨
あ
し
に
ひ
と
と
き
初
夏
の

陽
差
し
乞
い
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　 

滝
田 

き
く
江

睦
月
に
は
石
垣
島
は
葉
桜
に
青
空
高
く
入
道
雲
沸
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

平
塚 

節
子

初
夏
に
し
て
雪
解
け
始
む
信
州
路
陽
だ
ま
り
え
ら
び

か
た
く
り
は
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　 

篠
崎 

洋
子

緑
な
き
岩
の
荒
涼
（
鬼
押
し
園
）
初
夏
に
な
り
し
も

冷
気
た
だ
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

篠
崎 

貞
之

う
か
う
か
と
過
ぎ
し
月
日
を
ふ
り
返
る
早
く
も
初
夏

の
め
ぐ
り
来
る
な
り
　
　
　
　
　
　
　 

中
沢 

敬
子

こ
の
夏
は
廃
線
と
な
る
海
添
へ
の
無
人
の
駅
に
夕
日

見
に
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

黒
田 

青
磁

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

筑
波
山
に
も
夏
雲
掛
か
る
遊
び
心
に
持
つ
絵
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

恩
田 

き
み
子

愛
は
花
よ
り
ま
っ
赤
に
燃
え
て
夫つ

ま

と
精
出
す
花
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

つ
く
志 

輝
美

裸
体
湯
上
り
浴
衣
を
羽
織
り
風
と
戯
れ
夕
涼
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

一
木 

み
ど
り

逢
い
に
ゆ
く
日
の
日
傘
を
廻
し
す
こ
し
ゆ
る
め
に
締

め
た
帯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

稲
葉 

建
正

女
工
涙
が
日
本
を
救
う
シ
ル
ク
富
岡
世
の
遺
産
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

田 

哲
人
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環境にやさしい大豆インキを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

この広報紙は､環境保護のために古紙配合率100％の
再生紙と植物性大豆油インキを使用しています。

この広報紙は ､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物性
大豆油インキを使用しています

発行：桜川市 / 月２回（１日 /15 日）
編集：市長公室秘書広報課
TEL：0296-58-5111・75-3111（代表）
FAX：0296-58-5115
〒 309-1293 茨城県桜川市羽田1023 番地
ホームページ http://www.city.sakuragawa.lg.jp
E メール i n fo@c i t y . s a ku r a g awa . l g . j p

広報 No.211 7 月１日発行 　安産子育ての霊場として有名な雨引観音（雨引山楽

法寺）で「あじさい祭」が開催され、色とりどりのア

ジサイが来訪者を楽しませています。開催期間は 7月

20 日までで、参道や境内一帯に 3,000 株のアジサイ

が植えられ、夜はライトアップもされています。

　今年は、80 年ぶりに公開された秘仏「延命観世音

菩薩」（国指定重要文化財）を間近で拝観できる「甲

午　御本尊特別大開帳」も行われています。

【 表　紙 】

　
５
月
21
日
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ

ト
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「
企
業

立
地
フ
ェ
ア
２
０
１
４
」（
日
本

経
営
協
会
主
催
）
で
、
大
塚
市
長

と
井
上
副
市
長
が
「
桜
川
企
業
立

地
宣
言
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
と
し

て
、
桜
川
市
の
企
業
誘
致
に
つ
い

て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
提

案
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
方
自
治

体
な
ど
か
ら
企
業
立
地
・
環
境
整

備
な
ど
の
特
長
や
優
遇
制
度
が
提

案
さ
れ
る
な
ど
、
企
業
立
地
を
求

め
る
企
業
と
企
業
立
地
を
進
め
る

地
方
自
治
体
な
ど
の
出
会
い
の
場

で
、
期
間
中
は
様
々
な
企
業
や
自

治
体
関
係
者
な
ど
約
３
千
人
が
来

場
し
、
賑
い
を
見
せ
た
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
大
塚

市
長
は
、
桜
川
市
の
産
業
や
観
光

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
企

業
が
収
益
を
上
げ
ら
れ
る
環
境
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、
井
上
副
市

長
か
ら
は
、
桜
川
筑
西
Ｉ
Ｃ
周
辺

の
開
発
や
既
存
の
市
内
工
業
団
地

へ
の
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
長
・
副
市
長
に
よ
る
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
と
い
う
こ
と
で
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
来
場
さ
れ
た

多
く
の
企
業
の
開
発
担
当
者
か

ら
、
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
市
と
し
て
市
長

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
中
心
に
、

企
業
誘
致
実
現
に
向
け
て
更
な
る

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
日
時
／
７
月
20
日
（
日
）

・
１
回
目
、
10
時
～

・
２
回
目
、
13
時
30
分
～

・
３
回
目
、
17
時
～

※
各
回
、
開
場
30
分
前
に
入
場
し

て
く
だ
さ
い
。
全
席
自
由

■
料
金
／
一
般 

１,
３
０
０
円
、

シ
ニ
ア
（
60
歳
以
上
）
１,
０
０
０

円
、
小
・
中
学
生
・
高
校
生

８
０
０
円

■
会
場
／
真
壁
伝
承
館 

ま
か
べ

ホ
ー
ル
（
真
壁
町
真
壁
１
９
８
）

■
そ
の
他

・ 

高
上
町
駐
車
場
（
無
料
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
主
催
／
映
画
「
天
心
」
を
上
映

す
る
会

■
後
援
／
桜
川
市
・
桜
川
市
教
育

委
員
会
・
桜
川
市
商
工
会
・
桜
川

市
観
光
協
会

■
前
売
り
券
販
売
期
限
／
７
月
18

日
（
金
）
16
時 

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
９
時
～
16

時■
問
合
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売
先
／

桜
川
市
商
工
会
（
☎
０
２
９
６

-

76-

１
８
０
０
）、
真
壁
事

務

所
（

☎

０

２

９

６-

55-

４
１
１
１
）、
大
和
事
務
所
（
☎

０
２
９
６-

58-

５
０
６
９
）

　
お
子
さ
ん
の
写
真
に
、
保

護
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
、お
子
さ
ん
の
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
性
別
・
生
年
月
日
、

保
護
者
か
ら
の
ひ
と
こ
と
を

添
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先
／
秘
書
広
報
課

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

震
災
復
興
支
援
映
画

「
天
心
」
上
映
会

岡お
か

倉く
ら

天て
ん

心し
ん

　 

生
誕
１
５
０
周
年 

没
後
１
０
０
周
年 

記
念

「
企
業
立
地
フ
ェ
ア
２
０
１
４
」
で
、
桜
川

市
の
企
業
誘
致
に
向
け
た
積
極
的
な
取
組

み
を
企
業
の
開
発
担
当
者
に
呼
び
か
け
る

大
塚
市
長

市
長
・
副
市
長
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

と
い
う
こ
と
で
、
来
場
さ
れ
た
企
業
の
開

発
担
当
者
か
ら
は
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

桜
川
企
業
立
地
宣
言

「
企
業
立
地
フ
ェ
ア2

0
1
4

」
で


	さくらがわ01
	さくらがわ02-03
	さくらがわ04
	さくらがわ05
	さくらがわ06-07
	さくらがわ08-09
	さくらがわ10-11
	さくらがわ12
	さくらがわ13
	さくらがわ14
	さくらがわ15
	さくらがわ16

